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ス キ ー マ 理 論 を 組 み 込 ん だ 社 会 科 授 業 の 展 開
一小学校における「工業立地」概念の形成 一














































































































































































に 建設さ れ てい る．
自自 分の 考 えを ノー ト
－プ で 話し 合う．
一プ で予 想し た結 果合 い 企 休 で話 し 今





















・J£い 土地 が たくさ んあ
るか ら 。
・ 働く 人が たく さん い る
から 。
・ 近 く に大 きなﾐ11jgが た
く さ ん ある から 。
・ 人 き な港 が 作りや すい
から 。
・ 舶 で 輸 送 し や す い か
ら｡･
話し 合い を 考庫


































































































































































































































































































































































































・ 建 築 のＭt4 を 作る 工 場
か多 い ．　　　　　　 ・
・ 自 動 胤 工場 も多い ．
・ 電 気 譏1成工丿易．
・ 遣 船 工場.
・MI 奈 川県 や鍵 知 県が す
ご く 多 い．




















































































































・ 近 眼 地方 か ら、巾 国 、
北 九 州｣ 咆方 に 続 い て あ
る．
・ 北 海 通や 東 北 地方に は
ほと ん ど ない ．





























































































































































































立 地し てい る．
＊ 市場 に近り と

































































































































が運 びや すい ．
品 が 愉送し や すい ．
場 に 跂 が す ぐ 運 べ









































に 郎 合 がい
すか ．
・ 全 体で話 し 合い 、以 下の
































































































































































問 い ・ 働 きかり 予 恕 され る 児童の 反 応 学ｉ 内 容 及び留 恵点
・ 学 習 問 嘔を 祁紹し まし よう ．




の だ ろう か
． ま 友
卜j剖IH こ多い の 式
跌閇 は 、全 て 海に 而し たりμこ建設 され てい る




、 全て 洵 に而
し た 所4こ建 般さ
れ てい る こと から 祠 べ て い こ
う.a;l の 時m 口こ
は'ど んな
Ｆ恕 を




く 干恕 し て みよ
う ．
－口 木 は 、製 鉄
に 必 要な 原捫 を
ど の 程度 輸
入し
てい る でし ょ う
か．
・日 本が 輸 入に
蚓 っ てい る割 合
を 詞 ぺ て み まし ょ う．
一水 島 では 、裂
品 の 愉送 はど う
し て い ま し た
ヵヽ .
・ 他 の 製鉄
所 で
は ど うし てい る
でし ょ うか ．
・ 日 木 の叫 鉄 所
が 海に 而し てい
る わり を まと め
よ う．
・ 冂木 の製 跂所 が 全て 潸
に 而し てい るの は
．原 料
と火 品 の 愉送に 関 係があ
る．
・ 水鳥 の賀 鉄所 と 同じ よ
うに
、 原 料を 外国 から 輸
入し てい て大 きな 船を 哽
う から 海 に而し てい る
．
・日 木 は 裂鉄 に使 う原 料
が ほと んど 取 れない か ら
外 国か ら 輸 入する ので 湃
に 而し てい る ．
・
原科 を 愉 入し 七 、 製品
を 輸送 するの に船 が 便い
や すい よ うに 湃に 而し て
い る．
・ ほ と ん ど 輸 入 し て い
る ．
・ 鉄 虻石 も 石炭 も 全部 愉
入し てい る とい って いい
く らい ．
・ 石灰 石だけ は 国内 踐を
使 う の で、 輸入し て いな
い ．
・ すご く 輸 入し てい る．
・ 製 跂 に便 う鉄 鉱石 と原
料 炭 は完 全 に輸 入に 顆っ
てい る．
・ 佃 入し て いる 国は 、水
島 とI司じ よ うな 所 だ．
・ 船 を 哽っ てい る．
・ 自 動 叭 輸送が 少し あ っ
て 、あ とは 全 部舶 で輸 送
し てい る．
・ 戝道 は ぜん ぜん 使つ て
い ない ．
・ やっ ぱり 船を 使・ てい
る ．
・ 裂品 が 大きく て、爪 た
い の で船 を使 う．
・
ト ラ ッ クを 哽っ てい る
甬 もあ る だろ うけ ど ．船
よ り 少な い．
・ や っぱ りほ と んど船 を
使 っ てい る．
・11 時 に集 約し た 予恕内 容
を 思い出 さ せる ．
・ 第１ 時の「 水鳥ﾕl 業 蛯区め 製 鉄 所亅 の 学 習 を も と
に 、 既有の 上胛 知 識を 生か
し て 、もう 少し 昨し く 予想
さ せる ．
・ 干想 内容 を 蟄理 する とと
もに 、以 下の内 容 を陬 認 す
る ．
＊ 水 島裂 鉄所 は ，主 原料を
海
外 から 愉入し ている ． そ
のた め簡 送に は 大型 の船 舶
を 使
ｍ する． ま た、 製品 の
愉送 もほ とん ど船 舶 を使 川
する ため 、潸 に 而し たと こ
ろ
に 建設 され てい る ．
・ 揶３時 の学 習内 容
ｒ主 な
地下 資 源の生 産 と愉 入の 副合」 を思 い出 さ せる ．
・ 穴料を もと に 、日 木 全休
の 玖砿 石及び 、原
ｎ 炭 の 輸
入の 剛 合を調 ぺる ．
＊ 通商白 吽に よ れば 、日 本は 製 鉄 に 必 要 な 鉄 鉱 石 の
99.7 ％ 、原14 炭 の95 ％を 愉
人に 顆 つてい る
．主 な輸 入
先は 、 玖鉱 石オ ー スト ラ リ
ア、ブ ラジ ル、 イ ンド であ
り 、原11 炭は 、 オ ースト ラ
リ ア、 カナダ 、 アメ リカ 合
衆国 であ る．
・ 上記 から 次の 情 刊を 修冊
さ せる ．
＊ 爪糾 の愉 入に 頼る 剛 合か
ら み て、大型 船 舶 輸送が 必
嬰 であ る．
・ 第
５ 畤の字 習 内３ 「 水島
製 秩所 の製品 愉 送 方法 」を
思い 出 さゼる ．
・「 製 品が
大 きく 、 肛墮が
あ る。 」こ とを も とに 予想
さ せる ．
・ 資 籾を もとに 以 下の 情 報
を 降旧 さt! る ．
＊ 海 外へ の愉 送に は もらろ
ん船 舶を 使
ｍし ，国内 輸 送
の80 ％以 上も 船舶 であ る.
・ 各 自 、 ノ ー ト に まと め
る．
・ 余陣で 以下 の下 屑知 識 に
つい て 硫認 する．
日 本は 、 製鉄 に必 要な鉄 鉱 石や原 料炭 など
の主 庫 料を
、海 外か ら 輸 入する ． また 、で き
た 製品 は国
内外 へ出 屏する ． 輸送に は 、唄 訊
のあ る 原料 や
． 製品 を 大 黽に迅 ぺる 船 舶を利
川 する ため 、 製鉄所 は 企 て海 に而し た とこ ろ
－17 －
３． 授 業 の 実 際
〔1〕 本 時 ま で の学 習 か ら
第 １ 次 の 「 水 島 工 業 地 区 に あ る製 鉄 所 」 の学 習 を 終
え た 後， 第 ２次 （第 ２ サ イ クル 「日 本 の 製 鉄 所 」 ） で
は， 先 ず 始 め に， 「水 島 の 他 に 製 鉄 所 は ど こ に あ る だ
ろ う。 」 とい う 問 い に対 す る 予 想 を 立 て さ せ た。
僵　　　　
－　　　　　
舮一 秀 平 均 ５ か 所 の 所 在 地 （ 都 道 府 県 ） を 予 想 さ せ た
結 果 ，42 人 の学 級 に お い て 延 べ190 か 所 の予 想 が 出 た。
こ れ を ま と め る と以 下 の よ う に な る。 な お， 地 図 の 中
の数 字 は 予 想 人 数 を 表 し ， 黒 く 塗 って あ る 所 は， 学 級
















































































































































































































































と心理学』東京大学出版会1984 p.  2 o
⑤　佐伯胖氏は，「認知研究と授業改善」の結論とし
て次のように述べている。 厂従来の教科内容の研究
が，科学として確立した知識の構造には大変力を入
れてきたが，それらを認知していく理解のプロセス，
特に，子どもがもつ既存のスキーマとのかかわりに
関する研究はきわめて遅れているといえよう。さら
に重要なことは，そのような子どもの理解のスキー
マについて，教科内容に即した，しかも実験的にも
理論的のも確実な，研究の方法論を確立しなければ
ならないのである。」佐伯胖『学力と思考』第一法
規1982 P-210
－20 －
